
 1 

「私の川物語」（MY「川 Narra」）：募集要項 

 

1 川 Narra とは            Narraは Narrative（物語）を短縮した造語 

 

なぜ川なのか？ 

 古来より人々は川（自然）と共に暮らし、時に大きな災いを被る一方、水運や灌漑により

地域経済は大きな恵みを享受し、社会地域基盤を構築してきました。中でも「大和川」は河

内柏原という地域の歴史、文化、産業を語る時、不可欠な存在です。 

「川」を通して新たな文化（アート・デザイン）、産業との出会いにより地域の価値を見直

すことで、地域のアイデンティティを深め、未来へと語り継いでいく新たな物語（narrative）

づくりが「川物語」の構想です。 

 

物語 Narra とは、何をするのか？ 

川の機能「交流とつながり」に目を向け、ローカルな地域の原点に回帰し、地域の歴史特

性を踏まえ「時の川」の船着き場＝柏原から、「未来に対して私たちが届けるべきモノは何

か」を多面的な角度から考え、色々なアイディアを元に地域を再創生する＜川 Narra＞づく

りからはじめたいと思います。 

 

2 「私の川物語」（MY「川 Narra」）のオープン募集 

 

MY「川 Narra」とは 

「川」に関心はあるものの多面的で人によって捉え方や関心のベクトルも異なります。

例えば、コロナ禍から脱出した次の世界は自分にとってどのようなものなのか、これから

の生活や地域、社会にとって川の持つ「交流とつながり」の機能をどう生かすのか、そん

な側面から、それぞれの人が好きは道具を使って、自分なりの「川」x「ものがたり」

を、例えばアイデア①②などのように素直に幅広く表現しませんか。 

 

アイデア①作品募集テーマ「川と〇〇の物語」 

川と私、川と職場、川と街、川と人生、川と歴史・・・。川と共にある街、川との記憶を

もとに物語を作品にしてご応募ください。 

アイデア②作品募集テーマ「次世代につむぐ川物語」 

川を利用して発展したり、雄大な川に心慰められたり、時には災害におびえたり…。太古

の昔の我々の先人は何を私たちに物語ろうとしてきたのか、また、私たちは次のへ何を伝え

るのか？その物語を作品にしてご応募ください。 

 

人の数だけ物語があり、物語の数だけアートがあります。川にまつわる「あなたの物

語」を作品にして応募してください。応募いただいた作品は 本年 10 月末から開催され

る『柏原芸術祭』の会場に展示させていたただきます。 

<川 Narra >は、皆さんが多彩な媒体を使って川物語を紡ぐことにより、地域間・世代

間の交流と人々の文化活動の新たな活性化や広がりにつながるのではないでしょうか。皆

さんの積極的な作品募集のご参加をお願いします。 

 

表現媒体 
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テキスト系： 俳句、川柳、詩、エッセイなど 

ビジュアル系：写真、絵画(イラスト)、4 コマ漫画、映像など 

表現媒体は、何点でも結構です。 

＜対象＞柏原市内外を問わず、どなたでも出展参加可能です 

 

提出方法 

 川 Narra サイトの募集受付コーナー：右 QR コードから

https://kawanarra.anyart.jp/pj2.html#pj02_Top 

基本はデジタル媒体ですが、そうでないなら写真を撮るなど工

夫をお願いします。なお、サイトからの提出ができない場合は、

事務局郵送も受け付けます。 

 

著作権等 

提出された作品の著作権や肖像権については、参加登録をもって川 Narra プロジェ

クトでの使用を承諾したものとみなします。 

  

募集期間  

2023 年 7 月中旬から 8 月末日  

<出展参加費>500 円（1 名または 1 グループ）：高校生以下無料：選定後に徴収 

 

スケジュール 

選定：提案作品から、99 作品を選定します。選定メンバーは川 Narra タウンミーテイン

グの呼びかけ人（サイト TM を参照)です。 

制作展示：作品は、川 narra サイトに発表するほか 10 月下旬から開催される「かしわら

芸術祭 2023」に出展します。 

：アーティスト 2 名（U-KO さん、松田真魚さん）と皆さんの<川 Narra >作品を基にし

たワークショップなどを開催し、「シン・柏原船」などの造形制作と共に、インスタレーシ

ョン準備を行い芸術祭での展示を行います。<展示会場>ヤマニシデンキ（予定） 

記念品贈呈：芸術祭展示期間中に展覧会参加者などアンケート結果に基づき、その中から

9 作品についてそれぞで賞状と記念品を贈呈します。 

作品の活用展開：選定された作品については、各種グッズ製作に活用するなど今後の川

Narra プロジェクトに活用の予定です。なお進捗に応じて作者との調整は随時行います。 

 

主 催 MAP（Mirai Art Platform） 

共 催 川 Narra タウンミーテイング、Any アート 

後 援 柏原市、柏原市教育委員会 
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川 Narra サイト：https://kawanarra.anyart.jp 

連絡先；MAP（Mirai Art Platform）miraiartplatform@gmail.com 

事務局担当：島野：柏原市今町２丁目 5-13 島野：090⁻2043⁻0825 

mailto:miraiartplatform@gmail.com

